
■ 平成25年度との比較

■ 改革プランの実績

注）新たに平成３２年度までの期間を対象とした新改革プランを平成２８年度に策定することとしています。

■ 用語の説明

平
成
26
年
度
の
概
況

平
成
26
年
度
は
、昭
和
27
年
度
に
地
方

公
営
企
業
法
と
と
も
に
ス
タ
ー
ト
し
た
地

方
公
営
企
業
会
計
制
度
が
、昭
和
41
年

以
来
の
大
き
な
改
正
が
行
わ
れ
た
最
初
の

決
算
と
な
り
ま
し
た
。ま
た
、経
営
形
態

を
地
方
公
営
企
業
法
の
一
部
適
用
か
ら

全
部
適
用
へ
移
行
し
て
２
年
目
の
決
算
と

な
り
ま
す
。

ま
ず
、収
益
で
は
、入
院・外
来
患
者
数

は
前
年
度
か
ら
増
加
し
て
い
ま
す
が
、診

療
報
酬
の
改
定
や
施
設
基
準
の
見
直
し

取
り
下
げ
に
よ
り
、患
者
１
人
当
た
り
の

入
院・外
来
の
収
入
単
価
が
減
少
し
た
た

め
、診
療
収
入
が
前
年
度
か
ら
減
少
し
ま

し
た
。

次
に
、費
用
で
は
、会
計
制
度
の
改
正
に

と
も
な
い
、賞
与
引
当
金
の
計
上
、リ
ー
ス

資
産
の
減
価
償
却
費
等
、新
た
な
費
用
が

発
生
し
て
い
ま
す
。ま
た
、良
質
な
医
療

を
提
供
す
る
た
め
の
看
護
師
や
病
院
経

営
ノ
ウ
ハ
ウ
を
持
っ
た
病
院
事
務
専
門
職

員
を
新
た
に
採
用
し
ま
し
た
。

こ
れ
ら
の
結
果
、平
成
26
年
度
の
決
算

は
、収
入
が
８
億
９
，５
８
３
万
円
、支
出
が

９
億
５
，１
８
１
万
円
と
な
り
、５
，５
９
８

万
円
の
赤
字
と
な
り
ま
し
た
。

※
新
地
方
公
営
企
業
会
計
制
度
と
は
…
地
域

主
権
改
革
の
推
進
の
一
環
と
し
て
、昭
和
41
年

以
来
、実
に
約
46
年
ぶ
り
に
地
方
公
営
企
業

会
計
制
度
が
大
幅
に
改
正
さ
れ
ま
し
た
。こ
の

間
、民
間
企
業
の
会
計
基
準
は
大
き
く
変
わ

り
、今
回
の
改
正
は
、会
計
基
準
そ
の
も
の
を

現
在
の
民
間
企
業
に
近
づ
け
る
と
い
う
趣
旨

の
も
と
改
正
さ
れ
て
い
ま
す
。新
会
計
制
度
で

は
、地
方
公
営
企
業
の
経
営
の
自
由
度
が
高
め

ら
れ
る
と
と
も
に
、経
営
状
況
の
透
明
性
が
図

ら
れ
て
い
ま
す
。

患
者
数
な
ど
の
状
況

平
成
26
年
度
の
利
用
状
況
は
、入
院
患

者
数
は
２
４
，５
３
１
人
で
し
た
。１
日
当

た
り
67・２
人
、病
床
利
用
率
は
68・６
％

と
前
年
度
か
ら
増
加
し
ま
し
た
。

外
来
患
者
数
は
、２
７
，４
３
１
人
で
し

た
。１
日
当
た
り
１
１
２
．４
人
で
、前
年
度

と
比
較
す
る
と
2.8
人
増
加
し
ま
し
た
。こ

れ
は
、平
成
25
年
度
か
ら
常
勤
医
師
が
１

名
増
え
た
こ
と
が
大
き
な
要
因
と
し
て

あ
げ
ら
れ
ま
す
。ま
た
、夜
間・休
日
の
救

急
患
者
の
受
け
入
れ
人
数
は
、１
，７
１
２

人
で
あ
り
、う
ち
救
急
車
搬
送
人
数
は
、

１
６
３
人
で
し
た
。

な
お
、健
康
管
理
セ
ン
タ
ー
で
の
健
診

受
診
者
延
数
は
、２
，３
４
３
人
、居
宅
介

平
成
26
年
度

町
立
病
院
事
業
会
計
決
算

よ
り
一
層
の
経
営
改
善
に
努
め
て
い
き

ま
す
。

支出合計
９億５，１８１万円

収入合計
８億９，５８３万円

その他
2,201万円
（2%）

支払利息
921万円
（1%）減価償却費

7,546万円
（8%）

材料費
5,816万円
（6%）

経費
1億3,920万円
（15%）

一般会計負担金
1億6,579万円
 （19%）

給与費
6億4,777万円
（68%）

入院収益
4億7,446万円
 （53%）

その他医業収益
1,901万円
（2%）

外来収益
 1億6,941万円 
（19%）

その他
 5,985万円
（6%）

補助金
731万円
（1%）

護
支
援
事
業
所
の
ケ
ア
プ
ラ
ン
作
成
件
数

は
、１
，７
０
３
件
、訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ

ン
の
利
用
者
数
は
、４
０
０
人
、延
訪
問
回

数
は
、２
，０
４
０
回
と
な
って
い
ま
す
。

平
成
27
年
度
も
医
療
の
質
を
確
保
し

な
が
ら
、よ
り
一
層
の
経
営
改
善
に
取
り

組
ん
で
い
き
ま
す
。

経常収支比率……経常的な経営活動に伴う収益から費用を差し引いたもの。この数値が１００％を超える場合は経常黒字、１００％未満であれば、
経常赤字を示す。（経常収益/経常費用）×１００

職員給与比率……病院の職員数などが適切か否かを判断する指標。職員給与費をいかに適切なものとするかが病院経営のポイントとなる。（職員
給与費/医業収益）×１００

病床利用率……病院の施設が有効に活用されているかどうか判断する指標。病床利用率が恒常的に低い場合は、病床規模が適切か否かを検討
する必要がある。（年延入院患者数/年延病床数）×１００

102.3
65.0
57.4
90.4

20年度（実績）
104.7
69.0
54.6
93.4

21年度（実績）
104.5
68.2
51.6
90.7

22年度（実績）
98.8
71.4
51.8
88.2

23年度（実績）
98.7
69.4
50.9
81.6

24年度（実績）
100.8
68.0
52.5
86.2

25年度（実績）
97.2
73.1
53.0
89.3

26年度（実績）
97.0
67.9
63.2
81.6

19年度（実績）
経 常 収 支 比 率
職 員 給 与 比 率
病床利用率（一般）
病床利用率（療養）

項　目

24,531人23,938人入 院
患者数

27,431人26,738人外 来
19,341円20,070円入 院診療単価

（患者１人・１日当たり） 6,176円6,494円外 来
68.6％66.9%病床利用率
19日17日平均在院日数

平成26年度平成25年度
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　『
田
島
家
文
書
』に
よ
る
と
、文
政
２
年（
１
８

１
９
）以
降
の
焼
米
村
に
は
、菰
田
船
48
艘
の
内
、

１
艘
が
あ
り
ま
し
た
。さ
ら
に
、元
禄
13
年（
１
７

０
０
）に
も
、川
船
に
関
す
る
記
録
が
残
っ
て
い
ま

す
。焼
米
船
積
場
は
、焼
米
川（『
肥
後
国
誌
』に

記
載
が
あ
り
ま
す
が
、船
積
場
と
共
に
、圃
場
整

備
事
業
で
消
滅
し
ま
し
た
）と
菊
池
川
の
合
流

点
下
流
に
あ
っ
た
と
さ
れ
ま
す
。両
城
の
存
在
理

由
の
一
つ
に
、菊
池
川
の
水
運
拠
点
を
掌
握
す
る

目
的
が
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

〔
菰
田
船
〕

　
菊
池
川
で
は
、上
流
か
ら
積
み
下
っ
た
川
船
の

荷
は
、中
流
の
菰
田
船
継
所
で
積
み
替
え
ら
れ
る

決
ま
り
で
し
た
。そ
し
て
、こ
の
川
船
で
菊
池
川

を
下
り
、高
瀬
に
運
ば
れ
て
、高
瀬
蔵
に
納
入
さ

れ
ま
し
た
。こ
れ
ら
は
菰
田
船
と
呼
ば
れ
、菰
田

船
継
所
が
管
轄
し
ま
し
た
。平
野
船
積
場
か
ら
、

菊
池
川
を
８
０
０ｍ
遡
っ
た
右
岸
に
あ
り
、菰
田
か

ら
高
瀬
への
水
上
運
送
権
利
を
独
占
し
ま
し
た
。

　『
田
島
家
文
書
』に
よ
れ
ば
、寛
延
２
年（
１
７

４
９
）の
菰
田
船
は
、総
数
48
艘
で
し
た
。川
船

は
、12
村（
大
屋・菰
田・東
下
津
原・西
下
津
原・

江
栗・　
門・上
久
井
原・長
小
田・原
口・月
田・

江
田・白
石
）に
分
散
し
て
、各
船
頭
へ
預
け
ら
れ

て
い
ま
し
た
。

　
こ
の
中
で
、江
栗
村
は
、14
艘
を
数
え
、全
体
の

30
％
弱
を
占
め
て
い
ま
す
。江
栗
村
は
、水
上
運

送
業
に
携
わ
る
人
が
多
か
っ
た
事
が
分
か
り
ま

す
。活
動
の
拠
点
は
、平
野
船
積
場
で
し
た
。

〔
江
栗
城
と
水
運
の
関
わ
り
〕

　
中
世
に
お
い
て
も
、当
然
、関
わ
り
が
あ
っ
た
と

思
わ
れ
ま
す
。菊
池
川
流
域
に
分
布
す
る
町
内

の
中
世
城
跡
群
か
ら
、江
栗
城
の
類
例
を
探
す

と
、焼
米
城
の
近
く
に
、焼
米
船
積
場
が
あ
っ
た

事
が
分
か
り
ま
し
た
。

月
25
日
に
は
、台
風
15
号
が
荒
尾
市

に
上
陸
し
、各
地
で
被
害
が
出
ま
し

た
。防
ぎ
よ
う
の
な
い
自
然
災
害
は
怖
い
も
の
で

す
。３
日
後
、江
栗
城
跡
に
足
を
踏
み
入
れ
ま
し

た
が
、辺
り
一
面
に
、杉
の
葉
が
積
り
、緑
の
絨
毯

の
上
で
の
仕
事
に
な
り
ま
し
た
。城
時
代
も
、ひ

と
た
び
、大
風（
当
時「
台
風
」の
言
葉
は
あ
り
ま

せ
ん
）が
吹
け
ば
、山
城
の
復
旧
作
業
は
、大
変

だ
っ
た
事
で
し
ょ
う
。

〔
平
野
船
積
場
〕

　
県
道
沿
い
に
あ
る
第
２
衛
生
セ
ン
タ
ー
の
入
口

近
く
に
説
明
板
が
立
っ
て
い
ま
す
。江
栗
城
跡
の

南
東
隅
下
で
、城
跡
と
密
接
な
繋
が
り
の
あ
る

重
要
な
場
所
と
推
定
さ
れ
ま
す
。も
っ
と
早
く
、

紹
介
す
べ
き
で
し
た
。

　
こ
の
場
所
は
、和
仁
川
と
菊
池
川
の
合
流
地
点

近
く
に
あ
り
ま
す
。和
仁
川
は
、元
々
、三
加
和

地
区
の
中
流
域
で
、十
町
川
と
和
仁
川
に
分
か

れ
て
お
り
、下
流
域
で
一
本
の
和
仁
川
に
ま
と
ま

り
ま
す
。江
戸
時
代
は
、こ
の
川
を
使
っ
て
、村
々

か
ら
集
め
ら
れ
た
年
貢
米
が
、平
野
船
積
場
へ
運

ば
れ
ま
し
た
。こ
の
よ
う
に
、菊
池
川
沿
岸
に
は
、

各
所
に
船
積
場
が
あ
り
ま
し
た
。
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